Mac PPPの接続メモ by 泊 昌孝 & Tomari, Masataka
パソコン・ワークステーション事情
Ｍａｃ ＰＰＰの接続のメモ
理学部数学教室泊昌孝
私はＭａｃｉｎｔｏｓｈコンピュータを端末に、自宅からアナログ電話回線を通じてセンターにＰＰＰ接続して通常の
（
Ｉｎｔｅｒｎｅｔのサービスを使っています。ここでは、ＭａｃＴＣＰを用いた私の設定例などを紹介します。
従来、電話回線を用いて自宅の端末からセンターにつなぐにはＭａｃｉｎｔｏｓｈに端末ソフト（Ｊｔｅｒｍなど）をイン
ストールし、モデムを通じてＭａｃを仮想端末にするという方法でした。しかし、これでは、Ｍａｃ本体のＩＰ接続用
ソフト（ｆｔｐｔｅｌｎｅｔ等）を使うことができません。
これに対して、ここでお話しするＰＰＰ(Ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ＰｏｉｎｔＰｒｏｔｏｃｏｌ）がその問題を解決してくれます。
電話回線でつながっている間だけ、暫定的にＩＰアドレスを割り当てて、自宅のＭａｃをＩＰアドレスを割り当てられ
たマシーンとして認識させるシステムです。これは、「ダイヤルアップＩＰ接続」とも呼ばれています。
1．ソフトの準備など；
はじめに私が、実際に使用した状況は以下の通りです。
コンピュータ
メモリー
ＭＯＤＥＭ
ＯＳ
ＭａｃＴＣＰ
ＰＰＰｓｏｆｔ
:PowerBook550c(ＣＰＵはGBO40）
:１２メガ(ＲａｍＤｏｕｂｌｅｒを使って、仮想的に２４メガにしています。）
：ＡＩＷＡＰＶ－ＰＦ２ＢＳ（ポケットモデム）２８８００ｂｐｓ
:漢字ｔａｌｋ７５
:上記ＯＳのＣＤＲｏｍに附属のもをｉｎｓｔａｌｌ
：ＭａｃＰＰＰ２０ｊＪ６Ｓ（工藤清二氏作）
（これは月刊誌ＭａｃＰｏｗｅｒ４月号付録【１】参）
漢字変換は、「ことえり」のみを使っています。
（ＲａｍＤｏｕｂｌｅｒは必要ないですが、併用しても働くということす。）
電話回線：通常の家庭用の電話回線です。
MODEMはｈｕｃｏｍ－ｅｘ（ｖ８４)２ＳＳＯＯｂｐｓでも同様につかえました。
ソフトとして用意しなければならないのは、ＭａｃＴＣＰというコントロール・パネルと、
PPPsoft（ＰＰＰ拡張機能、ｃｏｎｆｉｇ－ＰＰＰコントロール・パネルの組）です。
ＭａｃＴＣＰは漢字ｔａｌｋ７５、および７５１まではＯＳに附属しており、通常ｄｅｆａｕｌｔではｉｎｓｔａｌｌさ
れていません。この原稿を書いている時点で購入できるのは漢字ｔａｌｋ７．５１です。まもなく市販される漢字
ｔａｌｋ７５．ｓの宣伝をみますと、ＭａｃＴＣＰというコントロール・パネルについての記述がありますが、それが私
の使っているものと同じ考え方で働くのかは未確認です。
Ｖｏｌ、２０Ｎｏ．１１９９６ 4５
ＰＰＰｓｏｆｔはｆｒｅｅのものがいくつかあります。上記以外では、（定番？）ＭａｃＰＰＰ２２０ａの日本語化の
ＭａｃＰＰＰ２２０ａＪもあります（【４】）。ですが、私の環境ではうまく作動しませんでした。ＰＰＰｓｏｆｔに
はたくさん派生物があり【３】、それぞれがモデムやＭａｃの能力やソフトと微妙に相性が異なるようです。逆に、私
と同じｓｏｆｔの組み合わせでＰｏｗｅｒＢｏｏｋ５２０ｃｗｉｔｈＥｘｐｒｅｓｓＭｏｄｅｍで試みたところ、旨く作動
しませんでした。この場合、ＭａｃＰＰＰ２２０ａＪの方で接続できました。
2．最初に接続許可を：
このシステムを利用するには、まず、そのＩＰアドレスをわりあててもらう許可をセンターからもらい、暫定割り振り
用のｌｏｇｉｎ名とパスワードを設定してもらいます（それはｃｏｎｆｉｇ－ＰＰＰの設定時に使います。）
3．Ｉｎｓｔａｌｌと設定
ＭａｃＴＣＰとＭａｃＰＰＰおよびｃｏｎｆｉｇ－ＰＰＰをｓｙｓｔｅｍｆｏｌｄｅｒへほうりこんで所定の位置にｉｎｓｔａｌｌ
したとします。
ＭａｃＴＣＰの設定（前出のＭａｃＰｏｗｅｒ【１】より、）
ＭａｃＴＣＰをコントロール・パネルから開けて、
ＰＰＰに設定し、（ＩＰアドレス１９２０．０．０が表示されていろ）
【詳しく】をクリックして開き、
【アドレス取得】を'，サーバから'，に設定、
ＩＰアドレス：クラスＣ、（クラスＢでも問題無く作動している）
複雑な数値は自動的に設定されます。
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としています。
ＭａｃＰＰＰの設定（ＭａｃＰＰＰ２０１ＪＳ．Ｓ；前出のＭａｃＰｏｗｅｒ【１】より、）
ｃｏｎｆｉｇ－ＰＰＰをコントロール・パネルから開けて、
セット名は何もしていなければ【未設定】になっています。
新しく接続先を設定するなら、【新規】をクリック。
（構成用パネルは自動的に開く）
変更するなら【構成】をクリックして、構成用パネルを開く。
ポート速度：２ＳＢＯＯ、（としています。「３倍にせよ」と書いたものも見たことがありますが）
フロー制御は：ＣＴＳとＲＴＳ(ＤＴＲ）に設定、
ＭＯＤＥＭ初期化スクリプト：ａｔｑＯｖｌ￥ｒ（を一行目に書き、あとはｄｅｆａｕｌｔ）
（ただし、ソフトはｄｅｆａｕｌｔでなにかを勝手にスクリプトを送っているようです。ａｔｅｌＶ
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